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本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。
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な か ゆ く い

内 閣 府 だ よ り

お 知 ら せ①

お 知 ら せ②

沖縄歴史の散歩道  Vol.19

ミナミバンドウイルカ　「オキちゃん」「ムク」飼育 50年達成記念式典を開催

令和６年度における沖縄地区の独占禁止法等の運用状況
～沖縄で起きた事件の概要を紹介します～ 

行政財産の有効活用に向けた取組について                    

セグロウリミバエの緊急防除について
～家庭菜園でのウリ科野菜の栽培自粛のお願い～

ご存知ですか？「消費者の部屋」　～今年度の取組、夏休み特別講座について～                    

新たな「食料・農業・農村基本計画」の策定を踏まえ、県内の幅広い関係者の皆様と
意見交換を行いました！

「お米について」消費者ｗｅｂセミナーを開催しました！ 

沖縄黒糖の消費拡大に向けて　～沖縄の自然の恵みがぎゅっと詰まった８島の沖縄黒糖～

カーボンニュートラルに向けた取組　～沖縄における水素社会の幕開け～                    

【官民共創】地域課題解決型スタートアップ支援事業　～自治体職員向けグループワーク～

中城村と保育人材確保の課題に挑戦するスタートアップ企業が連携協定を結びました

国道 331号南城市久手堅地区の無電柱化整備が完成しました！

ダムまつりを開催します！ 森と湖に親しむ旬間（7月 21日～ 31日）

令和７年度陸運及び観光関係沖縄総合事務局長表彰式が行われました

たのしい親子自転車サイクリング体験！　～那覇第２地方合同庁舎初の休日開放～

おしごと紹介・採用担当のひとこと

内閣府沖縄担当部局では、「かりゆしウェア」の普及・促進に取り組んでいます。

13th 沖縄大交易会 2025

水上オートバイに乗るときは忘れないで！
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表
紙
写
真

　
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
（
海
洋
博
公
園
）

の
ミ
ナ
ミ
バ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
「
オ
キ
ち
ゃ

ん
」
と
「
ム
ク
」
が
今
年
で
飼
育
50
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　
表
紙
の
写
真
は
、
沖
縄
美
ら
海
水
族
館

の
「
オ
キ
ち
ゃ
ん
劇
場
」
で
シ
ョ
ー
を
繰

り
広
げ
る
５
頭
の
イ
ル
カ
た
ち
が
息
の

合
っ
た
ジ
ャ
ン
プ
を
す
る
瞬
間
の
写
真
で

す
。（
真
ん
中
が
「
オ
キ
ち
ゃ
ん
」）

　
今
号
で
は
、
飼
育
50
年
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
開
催
さ
れ
た
式
典
を
特
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
是
非
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

 

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
の
ご
案
内

　
開
催
日

　
　
開
園
日
は
毎
日
開
催

　
開
始
時
間

　
　
10
時
30
分・11
時
30
分
・

　
　
13
時
・
15
時
・
17
時

▼

オキちゃん劇場について
　詳しくはコチラ



の

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　
沖
縄
の
歴
史
上
、
無
数
の
墓
が
築
か
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
葬
ら
れ
た
遺
骨

か
ら
そ
の
人
物
の
様
子
や
ド
ラ
マ
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
貝
塚
時
代

（
約
２
３
０
０
年
前
）
の
木
綿
原
遺
跡
（
読

谷
村
）
か
ら
板
状
の
岩
で
遺
骨
を
囲
っ
た

箱
式
石
棺
墓
が
複
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
ひ
た
い
に
シ
ャ
コ
貝
が
の

せ
ら
れ
て
い
た
状
態
の
人
骨
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
ひ
た
い
に
は
陥
没
し
た
傷
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
生
前
、
鈍
器
の
よ
う
な

も
の
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
で
き
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
シ
ャ
コ
貝

に
傷
を
癒
す
何
ら
か
の
呪
術
的
な
力
が
あ

る
と
考
え
、
負
傷
し
た
箇
所
に
置
か
れ
た

よ
う
な
の
で
す
。
現
在
で
も
シ
ャ
コ
貝
や

ス
イ
ジ
貝
を
魔
除
け
に
す
る
風
習
が
沖
縄

に
は
残
っ
て
い
ま
す
。

　
勝
連
グ
ス
ク
（
う
る
ま
市
）
の
三
の
郭

の
城
壁
付
近
か
ら
は
14
〜
15
世
紀
頃
の
幼

児
の
骨
が
１
体
、
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

体
を
折
り
曲
げ
た
状
態
と
な
っ
て
お
り
、

通
常
と
は
異
な
る
埋
葬
方
法
と
い
え
ま
す
。

こ
う
し
た
事
例
は
越
来
グ
ス
ク
（
沖
縄
市
）

や
浦
添
グ
ス
ク
（
浦
添
市
）
で
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
目
立
っ
た
墓
標
も
な
く

グ
ス
ク
内
の
地
中
に
葬
っ
た
理
由
は
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
埋

葬
者
は
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　
波
照
間
島
の
大
泊
浜
貝
塚
か
ら
は
、
約

１
０
０
０
年
前
の
母
親
と
生
後
ま
も
な
い

赤
ち
ゃ
ん
の
墓
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

島
の
北
側
の
砂
丘
、
西
表
島
を
見
渡
せ
る

場
所
に
彼
女
ら
は
埋
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

女
性
は
20
代
前
半
と
推
定
さ
れ
、
体
は
う

つ
ぶ
せ
に
な
り
両
手
は
腹
部
に
あ
て
、
ひ

ざ
は
折
り
曲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
赤
ち
ゃ
ん
は
母
親
の
ふ
と
も
も
に
接
す

る
形
で
葬
ら
れ
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
シ
ャ

コ
貝
や
土
器
が
副
葬
品
と
し
て
埋
め
ら
れ
、

墓
の
か
た
わ
ら
に
は
大
き
な
サ
ン
ゴ
の
塊

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
墓
標

で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
母
親
と
生
ま
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
は
出
産
後
ま
も
な
く
亡
く
な

り
、
親
子
は
と
も
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
こ
の
時
、
残
さ
れ
た
父
親
は

ど
う
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
彼
女
ら

に
供
え
ら
れ
た
副
葬
品
は
、
父
親
の
手
に

よ
る
も
の
で
、
土
器
は
２
人
が
生
前
使
っ

て
い
た
生
活
道
具
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
悲
し
い
歴
史
も
墓
か
ら

ま
た
見
え
て
く
る
の
で
す
。

◆墓を巡る⑤
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

木綿原遺跡（読谷村）木綿原遺跡（読谷村）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。NHKドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

vol.19

勝連城跡出土 埋葬人骨（うるま市）
（うるま市教育委員会提供）

浦添城跡出土 埋葬人骨（浦添市）
（浦添市教育委員会提供）

木綿原遺跡 第5号箱式石棺墓（第9号人骨）（読谷村）
（世界遺産座喜味城跡ユンタンザミュージアム提供）
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そ
の
ほ
か
、（
一
財
）
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
下
地
会
長
か
ら
し
し
ゃ
も
50

キ
ロ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　　
過
去
の
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
映
像
や
数
々
の
貴

重
な
写
真
、
歴
代
ト
レ
ー
ナ
ー
の
シ
ョ
ー
衣

装
な
ど
を
展
示
し
、
沖
縄
観
光
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
オ
キ
ち
ゃ
ん
と
ム
ク
が
歩
ん
だ
50
年

を
振
り
返
り
ま
す
。

期
間
：
令
和
７
年
５
月
５
日
（
月
・
祝
）
〜

　
　
　
令
和
８
年
４
月
30
日
（
木
）

会
場
：
海
洋
博
公
園

　
　
　
水
の
階
段
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

お
問
合
せ
先

　
開
発
建
設
部
　
建
設
産
業
・
地
方
整
備
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
１
０

　
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
（
海
洋
博
公
園
）
の

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
で
活
躍
し
続
け
て
い
る
ミ
ナ

ミ
バ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
「
オ
キ
ち
ゃ
ん
」
と

「
ム
ク
」
が
令
和
７
年
５
月
１
日
で
飼
育
50

年
を
迎
え
ま
し
た
。
２
頭
の
イ
ル
カ
は
１
９

７
５
年
の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
よ
り
海
洋

博
公
園
内
で
飼
育
さ
れ
、
世
界
最
長
の
飼
育

記
録
を
更
新
中
で
す
。
イ
ル
カ
の
健
康
を
支

え
て
い
る
の
は
、
長
年
蓄
積
し
た
高
い
飼
育

技
術
と
目
の
前
の
海
か
ら
供
給
さ
れ
る
豊
富

な
海
水
で
す
。
飼
育
50
年
を
記
念
し
、「
未

来
に
繋
ぐ
、
こ
れ
ま
で
と
・
こ
れ
か
ら
」
を

テ
ー
マ
に
、
オ
キ
ち
ゃ
ん
劇
場
に
て
記
念
式

典
や
特
別
シ
ョ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
令
和
７
年
５
月
５
日
（
月
・
祝
）
に
海
洋

博
公
園
オ
キ
ち
ゃ
ん
劇
場
に
お
い
て
、「
オ

キ
ち
ゃ
ん
」「
ム
ク
」
の
飼
育
50
年
を
迎
え

た
こ
と
を
記
念
す
る
式
典
（
主
催
：
沖
縄
美

ら
島
財
団※

）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

※

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
や
オ
キ
ち
ゃ
ん
劇
場
を

含
む
エ
リ
ア
は
沖
縄
県
が
国
の
許
可
を
受
け

て
管
理
し
、（
一
財
）
沖
縄
美
ら
島
財
団
が

指
定
管
理
者
と
し
て
施
設
を
運
営

① 

沖
縄
観
光
特
別
賞
授
与

　
玉
城
知
事
よ
り
観
光
振
興
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
と
し
て
新
た
に
創
設
し
た
「
観
光
特

別
賞
」
を
授
与
し
ま
し
た
。

② 

本
部
町
観
光
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
委
嘱
及
び

　 特
別
住
民
票
交
付

　
平
良
本
部
町
長
よ
り
「
本
部
町
観
光
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
」
の
委
嘱
状
を
贈
る
と
と
も
に
、

「
特
別
住
民
票
」
を
交
付
し
ま
し
た
。

③ 

命
名
者
へ
の
記
念
品
授
与

　
海
洋
博
公
園
の
管
理
者
で
あ
る
沖
縄
総
合

事
務
局
の
三
浦
局
長
よ
り
「
オ
キ
ち
ゃ
ん
」

の
命
名
者
（
当
時
小
学
生
）
へ
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

④ 

特
別
イ
ル
カ
シ
ョ
ー

　
創
作
芸
団
レ
キ
オ
ス
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
演

舞
と
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
50
周

年
記
念
演
出
シ
ョ
ー
を
２
回
開
催
し
、
約
１

９
０
０
人
の
観
覧
者
が
こ
の
日
限
り
の
特
別

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
オ
キ
ち
ゃ
ん
」「
ム
ク
」

飼
育
50
年
達
成

飼
育
50
年
達
成
記
念
式
典
概
要

特  集 Special Feature

玉城知事より「観光特別賞」を授与されるオキちゃん本部町長より「特別住民票」を交付されるムク

三浦局長より「オキちゃん」命名者へ記念品授与

　
そ
の
ほ
か
、（
一
財
）
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
下
地
会
長
か
ら
し
し
ゃ
も
50

キ
ロ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　　
過
去
の
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
映
像
や
数
々
の
貴

重
な
写
真
、
歴
代
ト
レ
ー
ナ
ー
の
シ
ョ
ー
衣

装
な
ど
を
展
示
し
、
沖
縄
観
光
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
オ
キ
ち
ゃ
ん
と
ム
ク
が
歩
ん
だ
50
年

を
振
り
返
り
ま
す
。

期
間
：
令
和
７
年
５
月
５
日
（
月
・
祝
）
〜

　
　
　
令
和
８
年
４
月
30
日
（
木
）

会
場
：
海
洋
博
公
園

　
　
　
水
の
階
段
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

お
問
合
せ
先

　
開
発
建
設
部
　
建
設
産
業
・
地
方
整
備
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
１
０

　
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
（
海
洋
博
公
園
）
の

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
で
活
躍
し
続
け
て
い
る
ミ
ナ

ミ
バ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
「
オ
キ
ち
ゃ
ん
」
と

「
ム
ク
」
が
令
和
７
年
５
月
１
日
で
飼
育
50

年
を
迎
え
ま
し
た
。
２
頭
の
イ
ル
カ
は
１
９

７
５
年
の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
よ
り
海
洋

博
公
園
内
で
飼
育
さ
れ
、
世
界
最
長
の
飼
育

記
録
を
更
新
中
で
す
。
イ
ル
カ
の
健
康
を
支

え
て
い
る
の
は
、
長
年
蓄
積
し
た
高
い
飼
育

技
術
と
目
の
前
の
海
か
ら
供
給
さ
れ
る
豊
富

な
海
水
で
す
。
飼
育
50
年
を
記
念
し
、「
未

来
に
繋
ぐ
、
こ
れ
ま
で
と
・
こ
れ
か
ら
」
を

テ
ー
マ
に
、
オ
キ
ち
ゃ
ん
劇
場
に
て
記
念
式

典
や
特
別
シ
ョ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
令
和
７
年
５
月
５
日
（
月
・
祝
）
に
海
洋

博
公
園
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～沖縄で起きた事件の概要を紹介します～

令和６年度における沖縄地区の
独占禁止法等の運用状況

　今年６月に沖縄総合事務局総務部公正取引課が公表した、令和６年度における沖縄地区
の独占禁止法、景品表示法及び下請法の運用状況をご紹介します。

独占禁止法
　自由経済社会において、事業者が事業活動を行うに当たって守るべき基本ルールを定め、
公正かつ自由な競争を促進するために、自由な競争を妨げたり、不公正な競争手段を用い
て競争したりすることを禁止しています。

　株式会社九州シジシーは、遅くとも令和３年４月以降、「ＣＧＣ」のブランドを付すなどした食料品、日用品等の商
品の一部について、九州地区及び沖縄県に所在する取引先小売業者等（取引先小売業者）に対して、下限売価（取
引先小売業者が小売販売する際の下限の価格をいう。）を示し、当該下限売価について取引先小売業者から同意を得
るとともに、取引先小売業者が下限売価を下回る価格で販売している場合には販売価格を下限売価以上に引き上げ
るように要請するなどして、下限売価以上で販売するようにさせている疑いがある。

←沖縄地区における独占禁止法の運用状況の詳細はこちら

○ 再販売価格の拘束

　永山石油株式会社及びエッカ石油株式会社の２社
は、それぞれ、沖縄県沖縄市及び同県中頭郡北中城
村に所在する給油所において、令和６年２月１日から同
年６月 30 日までのうちの一定期間、レギュラーガソリ
ンについて、その供給に要する費用を著しく下回る対
価で継続して供給し、当該給油所の周辺地域に所在
する他のレギュラーガソリンの販売業者の事業活動を
困難にさせるおそれを生じさせた疑いがある。

○ 不当廉売

仕
事
の窓窓

No.1総務部

総務部公正取引課 ☎ 098－866－0049お問合せ先

景品表示法
　一般消費者の利益を保護するために、商品やサービスの品質、内容、価格等を偽って表
示を行うことを厳しく規制するとともに、過大な景品類の提供を防ぐために景品類の最高
額等を規制することなどしています。

　株式会社那覇直葬センターは、「直葬プラン」又は「火葬プラン」と称する葬儀サービス（本件役務）を一般消費
者に提供するに当たり、以下の表示媒体で、有利誤認表示していた。

←沖縄地区における景品表示法の運用状況の詳細はこちら

○ 有利誤認表示（葬儀サービスに係る表示）

　Ａ社は、Ａ社が運営するガソリンスタンドのサイン
ポールにおいて、レギュラーガソリン及び軽油（本件
２商品）について、それぞれ「レギュラー○○円」、「軽
油　△△円」などと表示することにより、あたかも、
本件２商品の表示価格が誰にでも適用されるかのよう
に表示していたが、実際には、表示された価格は「□
□カード」と称する会員カード及びＡ社が発行してい
る割引チケットを使用する者に限定して適用されるも
のであった。

次のページでは県内で起きた下請法の事例を紹介します！
写真で紹介した、独占禁止法教室や懇談会、説明会のご依頼も待っています！

　商品又は役務の価格その他の取引条件について実際のものよりも取引の相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認させ
る不当表示であり景品表示法で禁止されている。

○ 有利誤認表示（ガソリンスタンドのサインポールに係る表示）

有利誤認表示とは

　本件役務の提供に当たって、個室で遺体と面会する
場合でも７万 7000 円以外に追加料金が発生しないか
のように表示していた。
　実際には、個室で遺体と面会する場合には個室の料
金が追加で発生し、加えて、当該個室に供花又は仏具
を置く場合には供花又は仏具の料金が追加で発生する
ものであった。

＜日刊新聞紙の折込チラシ＞

　「通常価格」と称する価額は、同社において本件役務
について通常提供している価格であり、実際の提供価
格が当該通常提供している価格に比して安いかのように
表示していた。
　実際には、「通常価格」と称する価額は、同社におい
て本件役務について提供された実績のないものであっ
た。

＜自社ウェブサイト＞

▲追加料金が発生しないかのように表示していた

▲実際の提供価格が、同社で提供された実績のない「通常価格」に比して
　安いかのように表示していた

▲図はイメージ
誰にでも適用されるかのように表示していたが、実際は会員カード・割引
チケット使用者限定だった

「どっきん」

4



～沖縄で起きた事件の概要を紹介します～

令和６年度における沖縄地区の
独占禁止法等の運用状況

　今年６月に沖縄総合事務局総務部公正取引課が公表した、令和６年度における沖縄地区
の独占禁止法、景品表示法及び下請法の運用状況をご紹介します。

独占禁止法
　自由経済社会において、事業者が事業活動を行うに当たって守るべき基本ルールを定め、
公正かつ自由な競争を促進するために、自由な競争を妨げたり、不公正な競争手段を用い
て競争したりすることを禁止しています。

　株式会社九州シジシーは、遅くとも令和３年４月以降、「ＣＧＣ」のブランドを付すなどした食料品、日用品等の商
品の一部について、九州地区及び沖縄県に所在する取引先小売業者等（取引先小売業者）に対して、下限売価（取
引先小売業者が小売販売する際の下限の価格をいう。）を示し、当該下限売価について取引先小売業者から同意を得
るとともに、取引先小売業者が下限売価を下回る価格で販売している場合には販売価格を下限売価以上に引き上げ
るように要請するなどして、下限売価以上で販売するようにさせている疑いがある。

←沖縄地区における独占禁止法の運用状況の詳細はこちら

○ 再販売価格の拘束

　永山石油株式会社及びエッカ石油株式会社の２社
は、それぞれ、沖縄県沖縄市及び同県中頭郡北中城
村に所在する給油所において、令和６年２月１日から同
年６月 30 日までのうちの一定期間、レギュラーガソリ
ンについて、その供給に要する費用を著しく下回る対
価で継続して供給し、当該給油所の周辺地域に所在
する他のレギュラーガソリンの販売業者の事業活動を
困難にさせるおそれを生じさせた疑いがある。

○ 不当廉売

仕
事
の窓窓

No.1総務部

総務部公正取引課 ☎ 098－866－0049お問合せ先

景品表示法
　一般消費者の利益を保護するために、商品やサービスの品質、内容、価格等を偽って表
示を行うことを厳しく規制するとともに、過大な景品類の提供を防ぐために景品類の最高
額等を規制することなどしています。

　株式会社那覇直葬センターは、「直葬プラン」又は「火葬プラン」と称する葬儀サービス（本件役務）を一般消費
者に提供するに当たり、以下の表示媒体で、有利誤認表示していた。

←沖縄地区における景品表示法の運用状況の詳細はこちら

○ 有利誤認表示（葬儀サービスに係る表示）

　Ａ社は、Ａ社が運営するガソリンスタンドのサイン
ポールにおいて、レギュラーガソリン及び軽油（本件
２商品）について、それぞれ「レギュラー○○円」、「軽
油　△△円」などと表示することにより、あたかも、
本件２商品の表示価格が誰にでも適用されるかのよう
に表示していたが、実際には、表示された価格は「□
□カード」と称する会員カード及びＡ社が発行してい
る割引チケットを使用する者に限定して適用されるも
のであった。

次のページでは県内で起きた下請法の事例を紹介します！
写真で紹介した、独占禁止法教室や懇談会、説明会のご依頼も待っています！

　商品又は役務の価格その他の取引条件について実際のものよりも取引の相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認させ
る不当表示であり景品表示法で禁止されている。

○ 有利誤認表示（ガソリンスタンドのサインポールに係る表示）

有利誤認表示とは

　本件役務の提供に当たって、個室で遺体と面会する
場合でも７万 7000 円以外に追加料金が発生しないか
のように表示していた。
　実際には、個室で遺体と面会する場合には個室の料
金が追加で発生し、加えて、当該個室に供花又は仏具
を置く場合には供花又は仏具の料金が追加で発生する
ものであった。

＜日刊新聞紙の折込チラシ＞

　「通常価格」と称する価額は、同社において本件役務
について通常提供している価格であり、実際の提供価
格が当該通常提供している価格に比して安いかのように
表示していた。
　実際には、「通常価格」と称する価額は、同社におい
て本件役務について提供された実績のないものであっ
た。

＜自社ウェブサイト＞

▲追加料金が発生しないかのように表示していた

▲実際の提供価格が、同社で提供された実績のない「通常価格」に比して
　安いかのように表示していた

▲図はイメージ
誰にでも適用されるかのように表示していたが、実際は会員カード・割引
チケット使用者限定だった

「どっきん」
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下請法

←沖縄地区における下請法の運用状況の詳細はこちら

　Web コンテンツの制作等を下請事業者に委託している B 社は、一部
の下請事業者に対し、支払期日を定めていないことから、下請事業者の
給付の受領日が支払期日とみなされるところ、当該支払期日までに下請
代金を支払っていなかった。

○ 下請代金の支払遅延の禁止

　建物の清掃等を下請事業者に委託しているC 社は、下請事業者と書面
で合意していないにもかかわらず、下請代金を下請事業者の金融機関の
口座へ振り込む際の手数料を下請事業者に負担させ、支払うべき下請代
金の額から差し引くことにより、下請事業者の責めに帰すべき理由がない
のに、下請代金の額を減じていた。

○ 下請代金の減額の禁止

　荷主から請け負う貨物の運送を下請事業者に委託している D 社は、労
務費、エネルギーコスト等の運送業務に係るコストが上昇したため、下請
事業者が取引価格の引上げを求めたにもかかわらず、価格転嫁をしない
理由を書面、電子メール等で回答することなく取引価格を据え置いてい
た。

○ 買いたたきの禁止

　機械装置の製造等を下請事業者に委託している E 社は、自社が所有す
る金型を下請事業者に貸与しているところ、当該金型を用いて製造する
部品の発注を長期間行わないにもかかわらず、下請事業者に当該金型を
自己のために無償で保管させていた。

○ 不当な経済上の利益の提供要請の禁止

下請取引の公正化と下請事業者の利益保護を図るため、下請代金の支払遅延、減額等の
親事業者の不当な行為を禁止しています。
おやじぎょうしゃ

　５・６月号でも紹介したように、この３法やいわゆるフリーランス法、官製談合防止法等の普及・啓発及び効果的な運
用に資するための活動も積極的に行っています。ご相談や講師派遣のご依頼などありましたら、お気軽にご連絡ください。

▲独占禁止法教室では、生徒と一緒に模擬立入検査、
　模擬事情聴取をします !

▶
有
識
者
と
の
懇
談
会
で
出
た
意
見
を
施
策
に

　活
か
し
て
い
き
ま
す
！

▲私が説明します ?!

行政財産の有効活用に向けた
取組について

　
財
務
省
並
び
に
関
係
省
庁
は
、
国
の
行

政
財
産
（
庁
舎
や
宿
舎
な
ど
）
を
活
用
し
、

地
域
貢
献
や
脱
炭
素
社
会
の
実
現
な
ど
多

様
な
政
策
課
題
等
に
対
応
す
る
べ
く
、
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
や
宿
舎
駐
車
場

の
一
画
な
ど
を
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間

の
事
業
者
様
に
様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
（
有
償
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
管
内
の
有
効
活
用
を

検
討
し
て
い
る
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の

情
報
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
）
を
ご
覧
頂
く
か
、
左
記
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　
財
務
部
　
管
財
総
括
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
９
６

空
き
ス
ペ
ー
ス
情
報
を
公
開
し
て
い
る
庁
舎

EV用充電器（福岡合同庁舎）

シェアサイクル（福井春山合同庁舎）

○那覇第２地方合同庁舎
　　（沖縄県那覇市おもろまち２丁目１番１号）
○土地改良総合事務所
　　（沖縄県豊見城市字伊良波６２２）
○平良地方合同庁舎
　　（沖縄県宮古島市平良字
　　 下里馬場１０１６-６外）

那覇第２地方合同庁舎の空きスペース（一例）

財産名称

写真撮影位置図現況写真

那覇第2地方合同庁舎 15検討箇所庁舎⓰ （３号館）正面付近

b

２号館

１号館

３号館

約2,400mm
約3,300mm

a

約2,400mm
約3,300mm

a

 約 7.92 ㎡の敷地　  幹線に面しており、視認性が高いCCbb

仕
事
の窓窓
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下請法

←沖縄地区における下請法の運用状況の詳細はこちら

　Web コンテンツの制作等を下請事業者に委託している B 社は、一部
の下請事業者に対し、支払期日を定めていないことから、下請事業者の
給付の受領日が支払期日とみなされるところ、当該支払期日までに下請
代金を支払っていなかった。

○ 下請代金の支払遅延の禁止

　建物の清掃等を下請事業者に委託しているC 社は、下請事業者と書面
で合意していないにもかかわらず、下請代金を下請事業者の金融機関の
口座へ振り込む際の手数料を下請事業者に負担させ、支払うべき下請代
金の額から差し引くことにより、下請事業者の責めに帰すべき理由がない
のに、下請代金の額を減じていた。

○ 下請代金の減額の禁止

　荷主から請け負う貨物の運送を下請事業者に委託している D 社は、労
務費、エネルギーコスト等の運送業務に係るコストが上昇したため、下請
事業者が取引価格の引上げを求めたにもかかわらず、価格転嫁をしない
理由を書面、電子メール等で回答することなく取引価格を据え置いてい
た。

○ 買いたたきの禁止

　機械装置の製造等を下請事業者に委託している E 社は、自社が所有す
る金型を下請事業者に貸与しているところ、当該金型を用いて製造する
部品の発注を長期間行わないにもかかわらず、下請事業者に当該金型を
自己のために無償で保管させていた。

○ 不当な経済上の利益の提供要請の禁止

下請取引の公正化と下請事業者の利益保護を図るため、下請代金の支払遅延、減額等の
親事業者の不当な行為を禁止しています。
おやじぎょうしゃ

　５・６月号でも紹介したように、この３法やいわゆるフリーランス法、官製談合防止法等の普及・啓発及び効果的な運
用に資するための活動も積極的に行っています。ご相談や講師派遣のご依頼などありましたら、お気軽にご連絡ください。

▲独占禁止法教室では、生徒と一緒に模擬立入検査、
　模擬事情聴取をします !

▶
有
識
者
と
の
懇
談
会
で
出
た
意
見
を
施
策
に

　活
か
し
て
い
き
ま
す
！

▲私が説明します ?!

行政財産の有効活用に向けた
取組について

　
財
務
省
並
び
に
関
係
省
庁
は
、
国
の
行

政
財
産
（
庁
舎
や
宿
舎
な
ど
）
を
活
用
し
、

地
域
貢
献
や
脱
炭
素
社
会
の
実
現
な
ど
多

様
な
政
策
課
題
等
に
対
応
す
る
べ
く
、
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
や
宿
舎
駐
車
場

の
一
画
な
ど
を
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間

の
事
業
者
様
に
様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
（
有
償
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
管
内
の
有
効
活
用
を

検
討
し
て
い
る
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の

情
報
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
）
を
ご
覧
頂
く
か
、
左
記
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　
財
務
部
　
管
財
総
括
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
９
６

空
き
ス
ペ
ー
ス
情
報
を
公
開
し
て
い
る
庁
舎

EV用充電器（福岡合同庁舎）

シェアサイクル（福井春山合同庁舎）

○那覇第２地方合同庁舎
　　（沖縄県那覇市おもろまち２丁目１番１号）
○土地改良総合事務所
　　（沖縄県豊見城市字伊良波６２２）
○平良地方合同庁舎
　　（沖縄県宮古島市平良字
　　 下里馬場１０１６-６外）

那覇第２地方合同庁舎の空きスペース（一例）

財産名称

写真撮影位置図現況写真

那覇第2地方合同庁舎 15検討箇所庁舎⓰ （３号館）正面付近

b

２号館

１号館

３号館

約2,400mm
約3,300mm

a

約2,400mm
約3,300mm

a

 約 7.92 ㎡の敷地　  幹線に面しており、視認性が高いCCbb

仕
事
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沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
▼

植
物
防
疫
所
Ｈ
Ｐ
▼

　
セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
は
、
中
国
、
台

湾
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
等
に
広
く
分

布
し
、
主
に
ウ
リ
科
植
物
の
生
果
実
を
加

害
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
主
な

寄
主
は
ウ
リ
科
（
ゴ
ー
ヤ
ー
、
ヘ
チ
マ
、

カ
ボ
チ
ャ
、
ト
ウ
ガ
ン
な
ど
）
で
す
が
、

海
外
で
は
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
ト
マ
ト
、

グ
ァ
バ
、
イ
ン
ゲ
ン
、
パ
パ
イ
ヤ
な
ど
に

も
寄
生
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
令
和
６
年
３
月
に
、
沖
縄
県
が
名
護
市

に
設
置
し
て
い
る
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
、
ウ

リ
ミ
バ
エ
の
侵
入
警
戒
調
査
用
ト
ラ
ッ
プ

に
セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
が
誘
殺
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
も
沖
縄
本
島
北
部
及
び
中
部
地

域
で
ト
ラ
ッ
プ
誘
殺
が
継
続
し
て
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
本
虫
の
根
絶
及
び
他
地

域
へ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
令
和

７
年
４
月
14
日
か
ら
植
物
防
疫
法
に
基
づ

く
セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
の
緊
急
防
除
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
緊
急
防
除
で
は
、
沖
縄

本
島
外
へ
の
対
象
植
物
（
ウ
リ
科
野
菜

等
）
の
移
動
の
制
限
、
農
林
水
産
省
、
沖

縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
県
、
市
町
村
及
び

関
係
機
関
が
連
携
し
た
テ
ッ
ク
ス
板
（
誘

引
剤
と
殺
虫
剤
を
染
み
込
ま
せ
た
木
片
）

の
設
置
等
に
よ
る
同
虫
の
防
除
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
（
令
和
７
年
５
月
末
時
点
）、

本
島
北
部
及
び
中
部
を
中
心
に
17
市
町
村

で
ト
ラ
ッ
プ
誘
殺
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
誘
殺
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
プ
周
辺
の
寄
主

果
実
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で

に
12
市
町
村
で
寄
生
果
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
虫
が
寄
生
し
た
果
実
は
、
主
に

家
庭
菜
園
や
収
穫
後
に
果
実
が
放
置
さ
れ

た
畑
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
虫
の

ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
沖
縄
本
島
内
の
家

庭
菜
園
で
は
、
で
き
る
だ
け
ウ
リ
科
野
菜

の
栽
培
を
控
え
る
よ
う
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

　
引
き
続
き
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
防

除
対
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
に
関
す
る
情
報
は
、
農

林
水
産
省
植
物
防
疫
所
及
び
沖
縄
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
願
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

セグロウリミバエ（体長約８～９mm） 設置したテックス板

セグロウリミバエの
緊急防除について

～家庭菜園でのウリ科野菜の栽培自粛のお願い～

セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
に
つ
い
て

４
月
14
日
か
ら
緊
急
防
除
が
開
始

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

仕
事
の窓窓

No.3農林水産部

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、那
覇
地
方
合
同

庁
舎
２
号
館
１
階
に「
消
費
者
の
部
屋
」を

設
置
し
て
い
ま
す
。消
費
者
の
方
々
に
食
へ
の

関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、常

設・特
別
展
示
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
Ｘ・ 

Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ 

） 

を
活
用
し
、農
林
水

産
行
政
の
紹
介
や
身
近
な
食
生
活
に
関
連
す

る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　「
消
費
者
の
部
屋
」で
は
、常
設
展
示
と
し

て
農
林
水
産
行
政
や
食
生
活
に
関
連
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
食
品
サ
ン
プ
ル
の
展
示
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、本
冊
子「
群
星
」の
ほ

か
、農
林
水
産
省
の
情
報
誌「
ａ
ｆ
ｆ
」な
ど

も
配
布
し
て
い
ま
す
。

　「
消
費
者
の
部
屋
」に
隣
接
す
る
行
政
情

報
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、農
林
水
産
業
に
関
連

す
る
諸
々
の
記
念
日
や
月
間
な
ど
に
合
わ
せ

て
、関
連
す
る
取
組
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

示
を
特
別
展
示
と
し
て
行
って
い
ま
す
。特
別

展
示
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
当
局
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、今
年
度
も「
夏
休

み
特
別
講
座
」と
し
て
、小
学
生
の
皆
さ
ん
と

そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、牛
乳
工
場・牧

場
の
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
ま
す
。牛
乳
工
場
や
牧
場
の
見
学
を

通
し
て
、普
段
、学
校
や
家
庭
で
飲
ん
で
い
る

牛
乳
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。日
程
や
募
集
案

内
な
ど
の
詳
細
は
、追
っ
て
当
局
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
是
非
、当
局
の「
消
費
者
の
部
屋
」に
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

消費者の部屋（出入口）常設展示場

特別展示の様子

ご存知ですか？「消費者の部屋」
～今年度の取組、夏休み特別講座について～

常
設
展
示

特
別
展
示

夏
休
み
特
別
講
座

７月・８月の特別展示スケジュール
時期

７月７日～
７月 11日

展示名

農薬の適正使用について

展示内容

６月～８月は「農薬危害防止運動」月
間です。農薬の種類や農薬を使用する
際の注意事項などパネルで紹介します。

７月14日～
７月 25日

沖縄の特色ある農林水産業者等の取
組や伝統ある食文化の魅力等をパネ
ルで紹介します。

沖縄の農林水産業と食の
魅力発信に関する写真・
動画展

８月６日～
８月 15日

食中毒予防のポイントを学んで、夏休
みを元気にすごしましょう！

おうちで予防できる！
食中毒予防講座

８月18日～
８月 29日

食べ物と日本の食料自給率との関係な
どが「Ｑ＆Ａ」形式でやさしく解説さ
れているジュニア白書を紹介します。

2025 年版ジュニア農林
水産白書のご紹介

仕
事
の窓窓

No.4農林水産部
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沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
▼

植
物
防
疫
所
Ｈ
Ｐ
▼

　
セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
は
、
中
国
、
台

湾
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
等
に
広
く
分

布
し
、
主
に
ウ
リ
科
植
物
の
生
果
実
を
加

害
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
主
な

寄
主
は
ウ
リ
科
（
ゴ
ー
ヤ
ー
、
ヘ
チ
マ
、

カ
ボ
チ
ャ
、
ト
ウ
ガ
ン
な
ど
）
で
す
が
、

海
外
で
は
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
ト
マ
ト
、

グ
ァ
バ
、
イ
ン
ゲ
ン
、
パ
パ
イ
ヤ
な
ど
に

も
寄
生
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
令
和
６
年
３
月
に
、
沖
縄
県
が
名
護
市

に
設
置
し
て
い
る
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
、
ウ

リ
ミ
バ
エ
の
侵
入
警
戒
調
査
用
ト
ラ
ッ
プ

に
セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
が
誘
殺
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
も
沖
縄
本
島
北
部
及
び
中
部
地

域
で
ト
ラ
ッ
プ
誘
殺
が
継
続
し
て
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
本
虫
の
根
絶
及
び
他
地

域
へ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
令
和

７
年
４
月
14
日
か
ら
植
物
防
疫
法
に
基
づ

く
セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
の
緊
急
防
除
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
緊
急
防
除
で
は
、
沖
縄

本
島
外
へ
の
対
象
植
物
（
ウ
リ
科
野
菜

等
）
の
移
動
の
制
限
、
農
林
水
産
省
、
沖

縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
県
、
市
町
村
及
び

関
係
機
関
が
連
携
し
た
テ
ッ
ク
ス
板
（
誘

引
剤
と
殺
虫
剤
を
染
み
込
ま
せ
た
木
片
）

の
設
置
等
に
よ
る
同
虫
の
防
除
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
（
令
和
７
年
５
月
末
時
点
）、

本
島
北
部
及
び
中
部
を
中
心
に
17
市
町
村

で
ト
ラ
ッ
プ
誘
殺
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
誘
殺
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
プ
周
辺
の
寄
主

果
実
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で

に
12
市
町
村
で
寄
生
果
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
虫
が
寄
生
し
た
果
実
は
、
主
に

家
庭
菜
園
や
収
穫
後
に
果
実
が
放
置
さ
れ

た
畑
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
虫
の

ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
沖
縄
本
島
内
の
家

庭
菜
園
で
は
、
で
き
る
だ
け
ウ
リ
科
野
菜

の
栽
培
を
控
え
る
よ
う
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

　
引
き
続
き
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
防

除
対
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
に
関
す
る
情
報
は
、
農

林
水
産
省
植
物
防
疫
所
及
び
沖
縄
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
願
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

セグロウリミバエ（体長約８～９mm） 設置したテックス板

セグロウリミバエの
緊急防除について

～家庭菜園でのウリ科野菜の栽培自粛のお願い～

セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
に
つ
い
て

４
月
14
日
か
ら
緊
急
防
除
が
開
始

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

仕
事
の窓窓

No.3農林水産部

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、那
覇
地
方
合
同

庁
舎
２
号
館
１
階
に「
消
費
者
の
部
屋
」を

設
置
し
て
い
ま
す
。消
費
者
の
方
々
に
食
へ
の

関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、常

設・特
別
展
示
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
Ｘ・ 

Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ 

） 

を
活
用
し
、農
林
水

産
行
政
の
紹
介
や
身
近
な
食
生
活
に
関
連
す

る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　「
消
費
者
の
部
屋
」で
は
、常
設
展
示
と
し

て
農
林
水
産
行
政
や
食
生
活
に
関
連
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
食
品
サ
ン
プ
ル
の
展
示
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、本
冊
子「
群
星
」の
ほ

か
、農
林
水
産
省
の
情
報
誌「
ａ
ｆ
ｆ
」な
ど

も
配
布
し
て
い
ま
す
。

　「
消
費
者
の
部
屋
」に
隣
接
す
る
行
政
情

報
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、農
林
水
産
業
に
関
連

す
る
諸
々
の
記
念
日
や
月
間
な
ど
に
合
わ
せ

て
、関
連
す
る
取
組
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

示
を
特
別
展
示
と
し
て
行
って
い
ま
す
。特
別

展
示
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
当
局
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、今
年
度
も「
夏
休

み
特
別
講
座
」と
し
て
、小
学
生
の
皆
さ
ん
と

そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、牛
乳
工
場・牧

場
の
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
ま
す
。牛
乳
工
場
や
牧
場
の
見
学
を

通
し
て
、普
段
、学
校
や
家
庭
で
飲
ん
で
い
る

牛
乳
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。日
程
や
募
集
案

内
な
ど
の
詳
細
は
、追
っ
て
当
局
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
是
非
、当
局
の「
消
費
者
の
部
屋
」に
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

消費者の部屋（出入口）常設展示場

特別展示の様子

ご存知ですか？「消費者の部屋」
～今年度の取組、夏休み特別講座について～

常
設
展
示

特
別
展
示

夏
休
み
特
別
講
座

７月・８月の特別展示スケジュール
時期

７月７日～
７月 11日

展示名

農薬の適正使用について

展示内容

６月～８月は「農薬危害防止運動」月
間です。農薬の種類や農薬を使用する
際の注意事項などパネルで紹介します。

７月14日～
７月 25日

沖縄の特色ある農林水産業者等の取
組や伝統ある食文化の魅力等をパネ
ルで紹介します。

沖縄の農林水産業と食の
魅力発信に関する写真・
動画展

８月６日～
８月 15日

食中毒予防のポイントを学んで、夏休
みを元気にすごしましょう！

おうちで予防できる！
食中毒予防講座

８月18日～
８月 29日

食べ物と日本の食料自給率との関係な
どが「Ｑ＆Ａ」形式でやさしく解説さ
れているジュニア白書を紹介します。

2025 年版ジュニア農林
水産白書のご紹介
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の窓窓
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新たな「食料・農業・農村基本計画」の策定を踏まえ、
県内の幅広い関係者の皆様と意見交換を行いました！

　
国
内
市
場
の
縮
小
や
生
産
者
の
減
少
・

高
齢
化
な
ど
、
農
業
構
造
が
大
き
く
変
化

し
、
さ
ら
に
昨
今
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
や
輸
入
食
料
・
資
材
の
価
格
高
騰
な

ど
、
食
料
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
も
高

ま
っ
て
い
る
中
、
昨
年
６
月
に
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
が
四
半
世
紀
ぶ
り
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
沖
縄
を
含

む
全
国
11
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
た
地
方

意
見
交
換
会
等
で
議
論
を
重
ね
た
後
、
改

正
基
本
法
に
基
づ
く
新
た
な
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
が
４
月
11
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
基
本
計
画
で

は
、
農
業
者
の
確
保
と
農
地
・
技
術
を
最

大
限
活
用
し
て
、
食
料
自
給
力
の
確
保
を

図
る
と
と
も
に
、
生
産
性
や
付
加
価
値
の

向
上
、
輸
出
拡
大
等
に
よ
り
、
海
外
か
ら

稼
ぐ
力
の
強
化
を
進
め
る
こ
と
で
農
業
経

営
の
収
益
力
を
高
め
、
農
業
者
の
所
得
確

保
・
向
上
を
図
る
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
具
体
的

な
施
策
を
今
後
推
進
す
る
に
当
た
り
、
生

産
・
加
工
・
流
通
・
販
売
に
関
わ
る
皆
様

や
消
費
者
の
皆
様
な
ど
幅
広
い
関
係
者
に

ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
く
た
め
、
５
月

に
全
国
11
か
所
で
地
方
説
明
会
を
開
催

し
、
16
日
に
は
那
覇
市
に
お
い
て
、
対
面

及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
地
方
説
明
会
で
は
、
農
林
水
産
省
か

ら
の
新
た
な
基
本
計
画
の
説
明
を
受
け

て
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら
離
島
な
ら
で
は

の
事
情
を
踏
ま
え
た
今
後
の
農
業
施
策
の

推
進
な
ど
、
現
場
の
貴
重
な
声
を
伺
い
ま

し
た
。

・
離
島
で
の
ド
ロ
ー
ン
導
入
に
当
た
っ

て
、
導
入
費
用
が
高
額
と
な
る
ほ
か
、

利
用
可
能
な
農
薬
が
少
な
く
、
免
許
取

得
に
係
る
規
制
も
厳
し
い
た
め
、
こ
れ

ら
の
課
題
へ
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。

・
沖
縄
で
は
さ
と
う
き
び
が
生
活
を
支
え

る
基
幹
的
作
物
で
あ
り
、
特
に
大
東
島

の
よ
う
な
国
境
離
島
は
輸
送
上
の
制
約

な
ど
も
あ
り
、
実
質
的
に
さ
と
う
き
び

し
か
作
れ
な
い
。
新
た
な
基
本
計
画
で

は
、
こ
の
よ
う
な
離
島
の
実
情
等
も
踏

ま
え
て
施
策
を
推
進
し
て
欲
し
い
。

　
新
た
な
基
本
計
画
を
着
実
に
実
行
し
、

食
料
・
農
業
・
農
村
の
未
来
を
築
い
て
い

く
た
め
に
は
、
生
産
者
、
食
品
事
業
者
、

消
費
者
の
皆
様
な
ど
食
料
シ
ス
テ
ム
の
関

係
者
・
関
係
団
体
間
の
相
互
理
解
と
連

携
・
協
働
が
重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
沖
縄
管
内
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
関
係

者
・
関
係
団
体
の
皆
様
に
新
た
な
基
本
計

画
の
周
知
や
各
施
策
の
働
き
か
け
等
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
農
政
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
２
７

地方説明会の会場の様子

参加者との質疑応答

農林水産省担当者からの
新たな基本計画の説明

参
加
者
の
方
々
か
ら
の
主
な
ご
意
見

仕
事
の窓窓

No.5農林水産部

「お米について」
消費者webセミナーを
開催しました！

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
「
食
」
に
対

す
る
消
費
者
の
信
頼
が
得
ら
れ
る
こ
と
を

目
的
に
、
食
品
の
安
全
性
を
は
じ
め
と
し

た
情
報
を
幅
広
く
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ

の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
令
和
７
年
３
月

15
日
、
５
月
27
日
の
２
回
に
わ
た
り
「
お

米
に
つ
い
て
」
消
費
者
ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
「
お
米
に

つ
い
て
〜
い
つ
も
食
べ
て
い
る
お
米
が
で

き
る
ま
で
〜
」
と
題
し
、
沖
縄
県
内
の
米

卸
販
売
事
業
者
の
お
き
な
わ
米
飯
株
式
会

社
の
方
か
ら
、袋
詰
精
米
が
で
き
る
ま
で
の

工
程
、
お
米
の
保
存
方
法
な
ど
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

沖
縄
は
気
温
や
湿
度
が
高
い
た
め
、
お
米

を
長
期
間
保
存
す
る
と
品
質
が
劣
化
す
る

な
ど
、
日
頃
気
を
つ
け
る
点
な
ど
の
有
益

な
情
報
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
第
２
回
は
、
「
お
米
の
良
さ

を
見
直
そ
う
」
と
題
し
、
沖
縄
大
学
健
康

栄
養
学
部
教
授
で
管
理
栄
養
士
の
下
地
み

さ
子
氏
を
講
師
に
招
き
、
お
米
の
栄
養
成

分
や
魅
力
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
お
米
は
食
パ
ン
に
比
べ
た
ん
ぱ
く
質
が

良
質
で
あ
り
脂
質
が
少
な
い
た
め
、
食
事

バ
ラ
ン
ス
（
Ｐ
Ｆ
Ｃ
バ
ラ
ン
ス
：
Ｐ
（
た

ん
ぱ
く
質
）
、
Ｆ
（
脂
質
）
、
Ｃ
（
炭
水

化
物
）
）
の
良
い
献
立
が
作
り
や
す
い
旨

の
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
米
の
魅
力
と
し
て
、
お
米
は

切
り
餅
や
米
粉
、
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
な
ど

に
加
工
し
て
保
存
で
き
る
こ
と
に
加
え
、

お
餅
は
ご
は
ん
に
比
べ
水
分
が
少
な
く
糖

質
が
多
い
た
め
、
腹
持
ち
が
良
く
感
じ
る

こ
と
、
さ
ら
に
冷
蔵
庫
の
残
り
物
を
ラ
イ

ス
ペ
ー
パ
ー
で
包
ん
で
食
べ
れ
ば
、
食
品

ロ
ス
も
減
る
旨
の
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
当
局
で
は
今
後
も
食
品
に
関
す
る
情
報

を
消
費
者
ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
等
で
幅
広
く

提
供
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

当
局
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
開
催
し
た
消
費
者
ｗ
ｅ
ｂ

セ
ミ
ナ
ー
は
、
当
局
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

配
信
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２
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新たな「食料・農業・農村基本計画」の策定を踏まえ、
県内の幅広い関係者の皆様と意見交換を行いました！

　
国
内
市
場
の
縮
小
や
生
産
者
の
減
少
・

高
齢
化
な
ど
、
農
業
構
造
が
大
き
く
変
化

し
、
さ
ら
に
昨
今
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
や
輸
入
食
料
・
資
材
の
価
格
高
騰
な

ど
、
食
料
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
も
高

ま
っ
て
い
る
中
、
昨
年
６
月
に
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
が
四
半
世
紀
ぶ
り
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
沖
縄
を
含

む
全
国
11
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
た
地
方

意
見
交
換
会
等
で
議
論
を
重
ね
た
後
、
改

正
基
本
法
に
基
づ
く
新
た
な
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
が
４
月
11
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
基
本
計
画
で

は
、
農
業
者
の
確
保
と
農
地
・
技
術
を
最

大
限
活
用
し
て
、
食
料
自
給
力
の
確
保
を

図
る
と
と
も
に
、
生
産
性
や
付
加
価
値
の

向
上
、
輸
出
拡
大
等
に
よ
り
、
海
外
か
ら

稼
ぐ
力
の
強
化
を
進
め
る
こ
と
で
農
業
経

営
の
収
益
力
を
高
め
、
農
業
者
の
所
得
確

保
・
向
上
を
図
る
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
具
体
的

な
施
策
を
今
後
推
進
す
る
に
当
た
り
、
生

産
・
加
工
・
流
通
・
販
売
に
関
わ
る
皆
様

や
消
費
者
の
皆
様
な
ど
幅
広
い
関
係
者
に

ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
く
た
め
、
５
月

に
全
国
11
か
所
で
地
方
説
明
会
を
開
催

し
、
16
日
に
は
那
覇
市
に
お
い
て
、
対
面

及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
地
方
説
明
会
で
は
、
農
林
水
産
省
か

ら
の
新
た
な
基
本
計
画
の
説
明
を
受
け

て
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら
離
島
な
ら
で
は

の
事
情
を
踏
ま
え
た
今
後
の
農
業
施
策
の

推
進
な
ど
、
現
場
の
貴
重
な
声
を
伺
い
ま

し
た
。

・
離
島
で
の
ド
ロ
ー
ン
導
入
に
当
た
っ

て
、
導
入
費
用
が
高
額
と
な
る
ほ
か
、

利
用
可
能
な
農
薬
が
少
な
く
、
免
許
取

得
に
係
る
規
制
も
厳
し
い
た
め
、
こ
れ

ら
の
課
題
へ
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。

・
沖
縄
で
は
さ
と
う
き
び
が
生
活
を
支
え

る
基
幹
的
作
物
で
あ
り
、
特
に
大
東
島

の
よ
う
な
国
境
離
島
は
輸
送
上
の
制
約

な
ど
も
あ
り
、
実
質
的
に
さ
と
う
き
び

し
か
作
れ
な
い
。
新
た
な
基
本
計
画
で

は
、
こ
の
よ
う
な
離
島
の
実
情
等
も
踏

ま
え
て
施
策
を
推
進
し
て
欲
し
い
。

　
新
た
な
基
本
計
画
を
着
実
に
実
行
し
、

食
料
・
農
業
・
農
村
の
未
来
を
築
い
て
い

く
た
め
に
は
、
生
産
者
、
食
品
事
業
者
、

消
費
者
の
皆
様
な
ど
食
料
シ
ス
テ
ム
の
関

係
者
・
関
係
団
体
間
の
相
互
理
解
と
連

携
・
協
働
が
重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
沖
縄
管
内
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
関
係

者
・
関
係
団
体
の
皆
様
に
新
た
な
基
本
計

画
の
周
知
や
各
施
策
の
働
き
か
け
等
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
農
政
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
２
７

地方説明会の会場の様子

参加者との質疑応答

農林水産省担当者からの
新たな基本計画の説明

参
加
者
の
方
々
か
ら
の
主
な
ご
意
見

仕
事
の窓窓

No.5農林水産部

「お米について」
消費者webセミナーを
開催しました！

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
「
食
」
に
対

す
る
消
費
者
の
信
頼
が
得
ら
れ
る
こ
と
を

目
的
に
、
食
品
の
安
全
性
を
は
じ
め
と
し

た
情
報
を
幅
広
く
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ

の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
令
和
７
年
３
月

15
日
、
５
月
27
日
の
２
回
に
わ
た
り
「
お

米
に
つ
い
て
」
消
費
者
ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
「
お
米
に

つ
い
て
〜
い
つ
も
食
べ
て
い
る
お
米
が
で

き
る
ま
で
〜
」
と
題
し
、
沖
縄
県
内
の
米

卸
販
売
事
業
者
の
お
き
な
わ
米
飯
株
式
会

社
の
方
か
ら
、袋
詰
精
米
が
で
き
る
ま
で
の

工
程
、
お
米
の
保
存
方
法
な
ど
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

沖
縄
は
気
温
や
湿
度
が
高
い
た
め
、
お
米

を
長
期
間
保
存
す
る
と
品
質
が
劣
化
す
る

な
ど
、
日
頃
気
を
つ
け
る
点
な
ど
の
有
益

な
情
報
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
第
２
回
は
、
「
お
米
の
良
さ

を
見
直
そ
う
」
と
題
し
、
沖
縄
大
学
健
康

栄
養
学
部
教
授
で
管
理
栄
養
士
の
下
地
み

さ
子
氏
を
講
師
に
招
き
、
お
米
の
栄
養
成

分
や
魅
力
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
お
米
は
食
パ
ン
に
比
べ
た
ん
ぱ
く
質
が

良
質
で
あ
り
脂
質
が
少
な
い
た
め
、
食
事

バ
ラ
ン
ス
（
Ｐ
Ｆ
Ｃ
バ
ラ
ン
ス
：
Ｐ
（
た

ん
ぱ
く
質
）
、
Ｆ
（
脂
質
）
、
Ｃ
（
炭
水

化
物
）
）
の
良
い
献
立
が
作
り
や
す
い
旨

の
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
米
の
魅
力
と
し
て
、
お
米
は

切
り
餅
や
米
粉
、
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
な
ど

に
加
工
し
て
保
存
で
き
る
こ
と
に
加
え
、

お
餅
は
ご
は
ん
に
比
べ
水
分
が
少
な
く
糖

質
が
多
い
た
め
、
腹
持
ち
が
良
く
感
じ
る

こ
と
、
さ
ら
に
冷
蔵
庫
の
残
り
物
を
ラ
イ

ス
ペ
ー
パ
ー
で
包
ん
で
食
べ
れ
ば
、
食
品

ロ
ス
も
減
る
旨
の
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
当
局
で
は
今
後
も
食
品
に
関
す
る
情
報

を
消
費
者
ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
等
で
幅
広
く

提
供
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

当
局
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
開
催
し
た
消
費
者
ｗ
ｅ
ｂ

セ
ミ
ナ
ー
は
、
当
局
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

配
信
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 
８
６
６ ‒ 

１
６
７
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沖縄黒糖がつくられる８島と黒糖を活用した料理など

　
沖
縄
の
特
産
品
と
し
て
名
高
い
沖
縄
黒
糖

で
す
が
、そ
の
原
料
と
な
る
さ
と
う
き
び
は
、

沖
縄
の
全
耕
地
面
積
の
約
５
割
を
占
め
る
と

と
も
に
、農
家
の
約
７
割
が
栽
培
す
る
沖
縄

県
を
代
表
す
る
農
作
物
で
す
。

　
実
は
、沖
縄
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
さ
と
う

き
び
の
全
て
が
沖
縄
黒
糖
の
原
料
と
な
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、そ
の
約
９
割
は
上
白
糖

な
ど
の
原
料（
粗
糖
）に
な
り
ま
す
。伊
平
屋

島
、伊
江
島
、粟
国
島
、多
良
間
島
、小
浜

島
、西
表
島
、波
照
間
島
、与
那
国
島
の
８
つ

の
島
で
栽
培
さ
れ
る
さ
と
う
き
び
だ
け
が
、

各
島
に
あ
る
製
糖
工
場
に
運
ば
れ
、そ
の
絞

り
汁
を
そ
の
ま
ま
煮
沸
濃
縮・冷
却
し
、沖
縄

黒
糖
と
な
り
ま
す
。沖
縄
の
さ
と
う
き
び
は
、

サ
ン
ゴ
礁
か
ら
な
る
大
地
で
強
い
日
差
し
と

潮
風
に
よ
って
運
ば
れ
る
海
か
ら
の
ミ
ネ
ラ
ル

分
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
て
育
つ
た

め
、こ
れ
ら
を
原
料
と
す
る
沖

縄
黒
糖
は
風
味
豊
か
で
コ
ク
の

あ
る
甘
さ
や
、鉄
分
、カ
ル
シ
ウ

ム
と
いっ
た
機
能
性
成
分
が
豊

か
な
も
の
と
な
り
ま
す
。ま

た
、８
島
ご
と
の
土
壌
や
気
象

条
件
等
の
違
い
か
ら
味
、香

り
、食
感
も
少
し
ず
つ
異
な
る

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
、関
係
市
町
村
、沖

縄
県
黒
砂
糖
協
同
組
合
、Ｊ

Ａ
お
き
な
わ
等
の
関
係
機
関

で
構
成
す
る
沖
縄
県
含
み
つ

糖
対
策
協
議
会
で
は
、新
黒
糖

（
そ
の
年
に
収
穫
さ
れ
た
さ
と

う
き
び
を
原
料
と
す
る
黒
糖
）

の
旬
に
あ
た
る
５
月
10
日（
黒
糖
の
日
）か
ら

９
月
６
日（
黒
の
日
）ま
で
を
黒
糖
消
費
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
設
定
し
、沖
縄
黒
糖
の

消
費
拡
大
に
向
け
た
各
種
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
沖
縄
の
自
然
の
恵
み
が
ぎ
ゅっ
と
詰
ま
っ
た

８
島
の
沖
縄
黒
糖
は
、そ

の
ま
ま
お
や
つ
と
し
て
食

べ
る
だ
け
で
な
く
、カ
レ
ー

な
ど
の
料
理
の
隠
し
味
や

調
味
料
と
し
て
使
っ
た

り
、お
う
ち
で
の
ラ
テ
づ

く
り
に
粉
黒
糖
を
ひ
と
ふ

り
し
て
カ
フ
ェ
気
分
を
味

わ
う
な
ど
、日
常
に「
黒

（
コ
ク
）」を
与
え
て
く
れ

る
ア
イ
テ
ム
で
す
。

　
み
な
さ
ま
、こ
の
機
会
に
自
然
の
恵
み
豊
か

な
８
島
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
沖
縄
黒
糖
を

食
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

沖縄黒糖の消費拡大に向けて
～ 沖縄の自然の恵みがぎゅっと詰まった

 　８島の沖縄黒糖 ～

サンエー那覇メインプレイスで行われた「黒糖の日」セレモニー

仕
事
の窓窓

No.7農林水産部

カーボンニュートラルに向けた取組

　
令
和
７
年
５
月
20
日
、
（
株
）
沖
電
工 

中
城
湾
事
業
所
に
お
い
て
、
「
水
素
充
填

シ
ス
テ
ム
実
証
事
業
開
始
式
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
社
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
沖
縄
総

合
事
務
局
の
沖
縄
型
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
促
進
実
証
事
業
費
補
助
金
を
活

用
し
、
安
定
的
か
つ
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
水
素
普
及
の
実
証
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
一
般
的
な
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
水
素
の
充
填
圧
は
70
Ｍ
Ｐ
ａ
に

対
し
、
同
社
で
は
、
35
Ｍ
Ｐ
ａ
と
し
、
水

素
モ
ジ
ュ
ー
ル
タ
ン
ク
圧
を
利
用
し
た
動

力
不
要
な
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
い
ま
し

た
。
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
へ
の
水
素
充

填
な
ど
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

は
、
既
存
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
比
べ
、

音
や
振
動
、
排
気
ガ
ス
が
な
く
、
作
業
環

境
に
優
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
構
築
し
た
水
素
充
填
シ
ス
テ

ム
の
水
平
展
開
を
見
据
え
、
那
覇
空
港
で

の
実
証
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
５
月
30
日
、
浦
添
市
西
洲

（
卸
団
地
SS
）
に
お
い
て
、
（
株
）
り
ゅ

う
せ
き
に
よ
る
「
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
実

証
開
始
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
社

は
、
令
和
５
年
度
か
ら
当
局
の
沖
縄
型
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
実
証
事
業

費
補
助
金
を
活
用
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
重
要
性
を
認
識
し
、
環
境
貢
献

と
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
目
的
に
、

既
設
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
Ｆ
Ｃ
Ｖ
や

Ｅ
Ｖ
へ
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
可
能
な
マ

ル
チ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
同
社
で
は
、
水
素
社
会
黎
明
期
の
沖
縄

で
の
水
素
普
及
を
目
指
し
、
沖
縄
ト
ヨ
タ

自
動
車
株
式
会
社
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

製
造
か
ら
充
填
ま
で
の
様
々
な
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
試
行
錯
誤
し
、
安
全
、
安
定
的

か
つ
効
果
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

を
検
証
し
ま
す
。

　
同
社
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
コ
ス

ト
を
抑
え
た
移
動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
採
用
し
、
供
給
す
る
水
素
も
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
た
グ
リ
ー
ン
水
素
を

自
社
で
製
造
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
の
取
り
組
み
が
、
沖
縄
に
お

け
る
脱
炭
素
化
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
当
局
と
し
ま
し
て
も

企
業
の
皆
様
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
す

べ
く
、
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
燃
料
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
５
９

～沖縄における水素社会の幕開け～

水
素
充
填
シ
ス
テ
ム
実
証
事
業
開
始
式

（
株
式
会
社
沖
電
工
）

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
実
証
開
始
式

（
株
式
会
社
り
ゅ
う
せ
き
）

式典集合写真

FCフォークリフト充填実演

水素自動車への充填

テープカット

メ
ガ
パ
ス
カ
ル

仕
事
の窓窓

No.8経済産業部
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沖縄黒糖がつくられる８島と黒糖を活用した料理など

　
沖
縄
の
特
産
品
と
し
て
名
高
い
沖
縄
黒
糖

で
す
が
、そ
の
原
料
と
な
る
さ
と
う
き
び
は
、

沖
縄
の
全
耕
地
面
積
の
約
５
割
を
占
め
る
と

と
も
に
、農
家
の
約
７
割
が
栽
培
す
る
沖
縄

県
を
代
表
す
る
農
作
物
で
す
。

　
実
は
、沖
縄
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
さ
と
う

き
び
の
全
て
が
沖
縄
黒
糖
の
原
料
と
な
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、そ
の
約
９
割
は
上
白
糖

な
ど
の
原
料（
粗
糖
）に
な
り
ま
す
。伊
平
屋

島
、伊
江
島
、粟
国
島
、多
良
間
島
、小
浜

島
、西
表
島
、波
照
間
島
、与
那
国
島
の
８
つ

の
島
で
栽
培
さ
れ
る
さ
と
う
き
び
だ
け
が
、

各
島
に
あ
る
製
糖
工
場
に
運
ば
れ
、そ
の
絞

り
汁
を
そ
の
ま
ま
煮
沸
濃
縮・冷
却
し
、沖
縄

黒
糖
と
な
り
ま
す
。沖
縄
の
さ
と
う
き
び
は
、

サ
ン
ゴ
礁
か
ら
な
る
大
地
で
強
い
日
差
し
と

潮
風
に
よ
って
運
ば
れ
る
海
か
ら
の
ミ
ネ
ラ
ル

分
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
て
育
つ
た

め
、こ
れ
ら
を
原
料
と
す
る
沖

縄
黒
糖
は
風
味
豊
か
で
コ
ク
の

あ
る
甘
さ
や
、鉄
分
、カ
ル
シ
ウ

ム
と
いっ
た
機
能
性
成
分
が
豊

か
な
も
の
と
な
り
ま
す
。ま

た
、８
島
ご
と
の
土
壌
や
気
象

条
件
等
の
違
い
か
ら
味
、香

り
、食
感
も
少
し
ず
つ
異
な
る

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
、関
係
市
町
村
、沖

縄
県
黒
砂
糖
協
同
組
合
、Ｊ

Ａ
お
き
な
わ
等
の
関
係
機
関

で
構
成
す
る
沖
縄
県
含
み
つ

糖
対
策
協
議
会
で
は
、新
黒
糖

（
そ
の
年
に
収
穫
さ
れ
た
さ
と

う
き
び
を
原
料
と
す
る
黒
糖
）

の
旬
に
あ
た
る
５
月
10
日（
黒
糖
の
日
）か
ら

９
月
６
日（
黒
の
日
）ま
で
を
黒
糖
消
費
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
設
定
し
、沖
縄
黒
糖
の

消
費
拡
大
に
向
け
た
各
種
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
沖
縄
の
自
然
の
恵
み
が
ぎ
ゅっ
と
詰
ま
っ
た

８
島
の
沖
縄
黒
糖
は
、そ

の
ま
ま
お
や
つ
と
し
て
食

べ
る
だ
け
で
な
く
、カ
レ
ー

な
ど
の
料
理
の
隠
し
味
や

調
味
料
と
し
て
使
っ
た

り
、お
う
ち
で
の
ラ
テ
づ

く
り
に
粉
黒
糖
を
ひ
と
ふ

り
し
て
カ
フ
ェ
気
分
を
味

わ
う
な
ど
、日
常
に「
黒

（
コ
ク
）」を
与
え
て
く
れ

る
ア
イ
テ
ム
で
す
。

　
み
な
さ
ま
、こ
の
機
会
に
自
然
の
恵
み
豊
か

な
８
島
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
沖
縄
黒
糖
を

食
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

沖縄黒糖の消費拡大に向けて
～ 沖縄の自然の恵みがぎゅっと詰まった

 　８島の沖縄黒糖 ～

サンエー那覇メインプレイスで行われた「黒糖の日」セレモニー

仕
事
の窓窓

No.7農林水産部

カーボンニュートラルに向けた取組

　
令
和
７
年
５
月
20
日
、
（
株
）
沖
電
工 

中
城
湾
事
業
所
に
お
い
て
、
「
水
素
充
填

シ
ス
テ
ム
実
証
事
業
開
始
式
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
社
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
沖
縄
総

合
事
務
局
の
沖
縄
型
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
促
進
実
証
事
業
費
補
助
金
を
活

用
し
、
安
定
的
か
つ
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
水
素
普
及
の
実
証
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
一
般
的
な
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
水
素
の
充
填
圧
は
70
Ｍ
Ｐ
ａ
に

対
し
、
同
社
で
は
、
35
Ｍ
Ｐ
ａ
と
し
、
水

素
モ
ジ
ュ
ー
ル
タ
ン
ク
圧
を
利
用
し
た
動

力
不
要
な
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
い
ま
し

た
。
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
へ
の
水
素
充

填
な
ど
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

は
、
既
存
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
比
べ
、

音
や
振
動
、
排
気
ガ
ス
が
な
く
、
作
業
環

境
に
優
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
構
築
し
た
水
素
充
填
シ
ス
テ

ム
の
水
平
展
開
を
見
据
え
、
那
覇
空
港
で

の
実
証
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
５
月
30
日
、
浦
添
市
西
洲

（
卸
団
地
SS
）
に
お
い
て
、
（
株
）
り
ゅ

う
せ
き
に
よ
る
「
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
実

証
開
始
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
社

は
、
令
和
５
年
度
か
ら
当
局
の
沖
縄
型
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
実
証
事
業

費
補
助
金
を
活
用
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
重
要
性
を
認
識
し
、
環
境
貢
献

と
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
目
的
に
、

既
設
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
Ｆ
Ｃ
Ｖ
や

Ｅ
Ｖ
へ
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
可
能
な
マ

ル
チ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
同
社
で
は
、
水
素
社
会
黎
明
期
の
沖
縄

で
の
水
素
普
及
を
目
指
し
、
沖
縄
ト
ヨ
タ

自
動
車
株
式
会
社
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

製
造
か
ら
充
填
ま
で
の
様
々
な
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
試
行
錯
誤
し
、
安
全
、
安
定
的

か
つ
効
果
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

を
検
証
し
ま
す
。

　
同
社
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
コ
ス

ト
を
抑
え
た
移
動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
採
用
し
、
供
給
す
る
水
素
も
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
た
グ
リ
ー
ン
水
素
を

自
社
で
製
造
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
の
取
り
組
み
が
、
沖
縄
に
お

け
る
脱
炭
素
化
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
当
局
と
し
ま
し
て
も

企
業
の
皆
様
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
す

べ
く
、
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
燃
料
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
５
９

～沖縄における水素社会の幕開け～

水
素
充
填
シ
ス
テ
ム
実
証
事
業
開
始
式

（
株
式
会
社
沖
電
工
）

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
実
証
開
始
式

（
株
式
会
社
り
ゅ
う
せ
き
）

式典集合写真

FCフォークリフト充填実演

水素自動車への充填

テープカット

メ
ガ
パ
ス
カ
ル

仕
事
の窓窓

No.8経済産業部
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組
ん
で
ま
い
り
ま
す
！

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
企
画
振
興
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
２
７

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
地
域
課
題
を

抱
え
る
県
内
自
治
体
と
そ
の
課
題
を
解
決

す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
マ
ッ
チ
ン

グ
し
、
実
証
実
験
へ
繋
げ
る
取
組
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
保
育
人
材
の
確
保
と
い
う
課

題
解
決
を
目
指
す
中
城
村
と
、
令
和
６
年

度
「
官
民
共
創
型
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞

し
た
エ
ン
パ
ワ
ー・サ
ポ
ー
ト（
株
）（
本
社
：

石
川
県
金
沢
市
）
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
連

携
協
定
を
締
結
し
た
上
で
実
証
実
験
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
実
証
実
験
で
は
、

同
社
の
保
育
施
設
と
潜
在
保
育
士
を
つ
な

ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
ち
ょ
こ
っ
と

ほ
い
く
！
」
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
活
用
し
、

潜
在
保
育
士

の
掘
り
起
こ

し
と
、
短
時

間
か
ら
可
能

な
就
業
マ
ッ

チ
ン
グ
に
よ

り
、
保
育
士

の
復
帰
を
促

進
し
、
地
域

の
保
育
人
材

確
保
の
課
題

解
決
に
取
り

課題のグループ化を行う自治体職員講師の話を真剣に聞く自治体職員

〜 

自
治
体
職
員
向
け
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

〜

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
企
画
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
２
７

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
県
内
の
自
治

体
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
連
携
・
共

創
し
た
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、

地
域
課
題
の
解
決
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
の
県
内
定
着
を
目
的
と
し
た
「
沖
縄
型

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
拠
点
化
推
進
事
業
（
地

域
課
題
解
決
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事

業
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
の
は
じ
め
の
一
歩
と
し
て
、
令

和
７
年
５
月
22
日
・
23
日
の
二
日
間
、
㈱

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ッ
ク
ス
の
伊
藤
大
貴
代

表
取
締
役
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
自

治
体
職
員
向
け
に
「
企
業
と
共
創
す
る
、

地
域
課
題
の
抽
出
」
と
題
し
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
中
北
部
会
場（
沖
縄
市
Ｉ
Ｔ
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
）
と
那
覇
会
場
（
沖
縄
総
合
事

務
局
）
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
自
治
体
に

お
け
る
地
域
課
題
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
出

し
合
い
、
実
現
に
向
け
た
レ
ベ
ル
感
に
応

じ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
終
盤
は
、
ど
う
い
っ
た

課
題
が
行
政
と
企
業
の
連
携
（
官
民
共
創
）

で
取
り
組
め
る
の
か
を
考
え
る
時
間
と
し
、

二
日
間
に
お
い
て
活
発
的
な
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

【
官
民
共
創
】地
域
課
題
解
決
型

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業

中
城
村
と
保
育
人
材
確
保
の

課
題
に
挑
戦
す
る

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が

連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た

連携協定調印式の様子

｢ちょこっとほいく！｣の仕組み

仕
事
の窓窓

No.9経済産業部

仕
事
の窓窓

No.10経済産業部

国道331号南城市久手堅地区の
無電柱化整備が完成しました！

　
当
該
地
区
を
含
む
国
道
３
３
１
号
は
、

防
災
上
重
要
な
第
二
次
緊
急
輸
送
道
路
で

あ
る
と
共
に
、
当
該
路
線
付
近
に
は
南
城

市
地
域
防
災
計
画
に
よ
り
緊
急
避
難
場
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
知
念
体
育
館
、
南
城

市
知
念
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
が
あ
り
、

緊
急
時
の
地
域
防
災
上
重
要
な
エ
リ
ア
と

な
っ
て
い
ま
す
。
台
風
等
の
災
害
時
に
電

柱
の
倒
壊
を
防
止
し
、
避
難
路
及
び
緊
急

車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
で
速
や
か

な
避
難
、
復
旧
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
国
道
３
３
１
号
久
手
堅
地
区
電
線
共

同
溝
事
業
が
平
成
28
年
度
に
事
業
化
さ
れ

ま
し
た
。

　
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
斎
場
御
嶽
周
辺

の
防
災
性
の
向
上
、
良
好
な
景
観
形
成
を

目
的
と
し
て
電
線
共
同
溝
整
備
を
行
い
、

令
和
４
年
12
月
に
電
線
共
同
溝
工
事
を
完

成
し
、
令
和
７
年
３
月
に
電
線
類
の
地
中

化
、
架
空
線
の
撤
去
、
電
柱
16
本
の
抜
柱

が
完
了
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
南
城
市

に
お
い
て
国
道
３

３
１
号
か
ら
斎
場

御
嶽
ま
で
の
市
道

の
無
電
柱
化
も
今

夏
完
成
に
向
け
整

備
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
当
該
地
区
は
世
界
文
化
遺
産
の
斎
場
御

嶽
や
、
が
ん
じ
ゅ
う
駅
（
南
城
市
地
域
物

産
館
）
、
知
念
岬
公
園
等
が
隣
接
す
る
、

南
城
市
の
主
要
な
観
光
地
で
あ
り
、
観
光

客
を
主
と
し
た
歩
行
者
が
多
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
観
光
客
が
多
い
な
か
、
歩
道
幅

員
が
狭
い
区
間
や
、
歩
道
未
整
備
区
間
が

あ
る
た
め
、
歩
行
者
の
車
道
路
肩
の
通
行

や
、
横
断
歩
道
以
外
の
箇
所
で
の
乱
横
断

が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
歩
行

者
の
安
全
性
確
保
を
目
的
と
し
平
成
31
年

度
に
、
久
手
堅
地
区

歩
道
整
備
事
業
が
事

業
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
下
線
の
歩
道
幅

員
を
拡
幅
し
、
海
側

の
一
部
区
間
は
張
出

歩
道
を
用
い
て
幅
員

を
確
保
し
ま
し
た
。

歩
道
部
に
は
、
歩
行

者
保
護
と
乱
横
断
防

止
対
策
を
兼
ね
て
車

両
用
防
護
柵
を
設
置
し
、
海
側
の
眺
望
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
区
間
に
は
透
過
性

の
高
い
デ
ザ
イ
ン
で
、
安
全
性
に
配
慮
し

た
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
式
の
転
落
防
止
柵
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
世
界
文
化
遺
産
周
辺
の
景
観
へ
の
配
慮

を
目
的
と
し
て
南
城
市
と
連
携
し
、
電
力

地
上
機
器
へ 

観
光
案
内
図
等
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
整
備
に
よ

り
、
防
災
性
の
向
上
、
交
通
安
全
の
確

保
、
良
好
な
景
観
が
形
成
さ
れ
、
観
光
拠

点
と
し
て
更
な
る
地
域
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

　
南
部
国
道
事
務
所
　
管
理
第
二
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
１ ‒ 

９
３
８
４

せ
ー
ふ
ぁ
う
た
き

整備後（国道 331号）

斎場御嶽へのアクセス道（市道）
ワイヤーロープ式の転落防止柵

電力地上機器へラッピング

無
電
柱
化
事
業

歩
道
整
備
事
業

南
城
市
と
の
連
携

　令和７年３月に、国道331号南城市久手堅地区に
おいて無電柱化整備が完成しました。併せて歩道
整備を行いましたので事業着手から完成までの取
組を紹介します。

仕
事
の窓窓

開発建設部 No.11
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組
ん
で
ま
い
り
ま
す
！

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
企
画
振
興
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
２
７

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
地
域
課
題
を

抱
え
る
県
内
自
治
体
と
そ
の
課
題
を
解
決

す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
マ
ッ
チ
ン

グ
し
、
実
証
実
験
へ
繋
げ
る
取
組
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
保
育
人
材
の
確
保
と
い
う
課

題
解
決
を
目
指
す
中
城
村
と
、
令
和
６
年

度
「
官
民
共
創
型
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞

し
た
エ
ン
パ
ワ
ー・サ
ポ
ー
ト（
株
）（
本
社
：

石
川
県
金
沢
市
）
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
連

携
協
定
を
締
結
し
た
上
で
実
証
実
験
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
実
証
実
験
で
は
、

同
社
の
保
育
施
設
と
潜
在
保
育
士
を
つ
な

ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
ち
ょ
こ
っ
と

ほ
い
く
！
」
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
活
用
し
、

潜
在
保
育
士

の
掘
り
起
こ

し
と
、
短
時

間
か
ら
可
能

な
就
業
マ
ッ

チ
ン
グ
に
よ

り
、
保
育
士

の
復
帰
を
促

進
し
、
地
域

の
保
育
人
材

確
保
の
課
題

解
決
に
取
り

課題のグループ化を行う自治体職員講師の話を真剣に聞く自治体職員

〜 

自
治
体
職
員
向
け
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

〜

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
企
画
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
２
７

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
県
内
の
自
治

体
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
連
携
・
共

創
し
た
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、

地
域
課
題
の
解
決
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
の
県
内
定
着
を
目
的
と
し
た
「
沖
縄
型

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
拠
点
化
推
進
事
業
（
地

域
課
題
解
決
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事

業
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
の
は
じ
め
の
一
歩
と
し
て
、
令

和
７
年
５
月
22
日
・
23
日
の
二
日
間
、
㈱

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ッ
ク
ス
の
伊
藤
大
貴
代

表
取
締
役
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
自

治
体
職
員
向
け
に
「
企
業
と
共
創
す
る
、

地
域
課
題
の
抽
出
」
と
題
し
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
中
北
部
会
場（
沖
縄
市
Ｉ
Ｔ
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
）
と
那
覇
会
場
（
沖
縄
総
合
事

務
局
）
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
自
治
体
に

お
け
る
地
域
課
題
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
出

し
合
い
、
実
現
に
向
け
た
レ
ベ
ル
感
に
応

じ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
終
盤
は
、
ど
う
い
っ
た

課
題
が
行
政
と
企
業
の
連
携
（
官
民
共
創
）

で
取
り
組
め
る
の
か
を
考
え
る
時
間
と
し
、

二
日
間
に
お
い
て
活
発
的
な
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

【
官
民
共
創
】地
域
課
題
解
決
型

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業

中
城
村
と
保
育
人
材
確
保
の

課
題
に
挑
戦
す
る

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が

連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た

連携協定調印式の様子

｢ちょこっとほいく！｣の仕組み

仕
事
の窓窓

No.9経済産業部

仕
事
の窓窓

No.10経済産業部

国道331号南城市久手堅地区の
無電柱化整備が完成しました！

　
当
該
地
区
を
含
む
国
道
３
３
１
号
は
、

防
災
上
重
要
な
第
二
次
緊
急
輸
送
道
路
で

あ
る
と
共
に
、
当
該
路
線
付
近
に
は
南
城

市
地
域
防
災
計
画
に
よ
り
緊
急
避
難
場
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
知
念
体
育
館
、
南
城

市
知
念
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
が
あ
り
、

緊
急
時
の
地
域
防
災
上
重
要
な
エ
リ
ア
と

な
っ
て
い
ま
す
。
台
風
等
の
災
害
時
に
電

柱
の
倒
壊
を
防
止
し
、
避
難
路
及
び
緊
急

車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
で
速
や
か

な
避
難
、
復
旧
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
国
道
３
３
１
号
久
手
堅
地
区
電
線
共

同
溝
事
業
が
平
成
28
年
度
に
事
業
化
さ
れ

ま
し
た
。

　
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
斎
場
御
嶽
周
辺

の
防
災
性
の
向
上
、
良
好
な
景
観
形
成
を

目
的
と
し
て
電
線
共
同
溝
整
備
を
行
い
、

令
和
４
年
12
月
に
電
線
共
同
溝
工
事
を
完

成
し
、
令
和
７
年
３
月
に
電
線
類
の
地
中

化
、
架
空
線
の
撤
去
、
電
柱
16
本
の
抜
柱

が
完
了
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
南
城
市

に
お
い
て
国
道
３

３
１
号
か
ら
斎
場

御
嶽
ま
で
の
市
道

の
無
電
柱
化
も
今

夏
完
成
に
向
け
整

備
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
当
該
地
区
は
世
界
文
化
遺
産
の
斎
場
御

嶽
や
、
が
ん
じ
ゅ
う
駅
（
南
城
市
地
域
物

産
館
）
、
知
念
岬
公
園
等
が
隣
接
す
る
、

南
城
市
の
主
要
な
観
光
地
で
あ
り
、
観
光

客
を
主
と
し
た
歩
行
者
が
多
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
観
光
客
が
多
い
な
か
、
歩
道
幅

員
が
狭
い
区
間
や
、
歩
道
未
整
備
区
間
が

あ
る
た
め
、
歩
行
者
の
車
道
路
肩
の
通
行

や
、
横
断
歩
道
以
外
の
箇
所
で
の
乱
横
断

が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
歩
行

者
の
安
全
性
確
保
を
目
的
と
し
平
成
31
年

度
に
、
久
手
堅
地
区

歩
道
整
備
事
業
が
事

業
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
下
線
の
歩
道
幅

員
を
拡
幅
し
、
海
側

の
一
部
区
間
は
張
出

歩
道
を
用
い
て
幅
員

を
確
保
し
ま
し
た
。

歩
道
部
に
は
、
歩
行

者
保
護
と
乱
横
断
防

止
対
策
を
兼
ね
て
車

両
用
防
護
柵
を
設
置
し
、
海
側
の
眺
望
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
区
間
に
は
透
過
性

の
高
い
デ
ザ
イ
ン
で
、
安
全
性
に
配
慮
し

た
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
式
の
転
落
防
止
柵
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
世
界
文
化
遺
産
周
辺
の
景
観
へ
の
配
慮

を
目
的
と
し
て
南
城
市
と
連
携
し
、
電
力

地
上
機
器
へ 

観
光
案
内
図
等
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
整
備
に
よ

り
、
防
災
性
の
向
上
、
交
通
安
全
の
確

保
、
良
好
な
景
観
が
形
成
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れ
、
観
光
拠
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し
て
更
な
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地
域
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

　
南
部
国
道
事
務
所
　
管
理
第
二
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
１ ‒ 

９
３
８
４

せ
ー
ふ
ぁ
う
た
き

整備後（国道 331号）

斎場御嶽へのアクセス道（市道）
ワイヤーロープ式の転落防止柵

電力地上機器へラッピング

無
電
柱
化
事
業

歩
道
整
備
事
業

南
城
市
と
の
連
携

　令和７年３月に、国道331号南城市久手堅地区に
おいて無電柱化整備が完成しました。併せて歩道
整備を行いましたので事業着手から完成までの取
組を紹介します。
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国
土
交
通
省
及
び
林
野
庁
で
は
、
毎
年

７
月
21
日
か
ら
31
日
ま
で
の
期
間
を
「
森

と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
こ
の
旬
間
は
、
昭
和
62
年
度
よ
り
開

始
さ
れ
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
森
や
湖
に
親

し
む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心

身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
、
森
林
や

ダ
ム
な
ど
の
重
要
性
に
つ
い
て
関
心
を
高

め
、
理
解
し
て
頂
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
の
一
環
と

し
て
沖
縄
県
内
に
お
い
て
も
、
ダ
ム
や
水

源
地
等
の
重
要
性
に
つ
い
て
広
く
理
解
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
ダ
ム
所
在
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
内

各
地
で
ダ
ム
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
７
年
度
の
ダ
ム
ま
つ
り
は
、
県
内

６
つ
の
ダ
ム
に
お
い
て
開
催
を
予
定
し
、

５
月
４
日
、
５
日
に
は
羽
地
ダ
ム
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
７
月
以
降
も
各
地

で
ダ
ム
ま
つ
り
を
予
定
し
て
お
り
、
ダ
ム

管
理
者
に
よ
る
施
設
案
内
や
各
ダ
ム
ま
つ

り
実
行
委
員
会
に
よ
る
各
種
体
験
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ダムまつりを開催します！
森と湖に親しむ旬間
（7月21日～31日）

お問合せ先　河川課　☎０９８ ‒ ８６６ ‒ １９１１

※沖縄本島内のダムまつりの情報はこちら
　https://www.dc.ogb.go.jp/toukan/tourism/event.html
　「森と湖に親しむ旬間」連絡会議事務局
　（沖縄総合事務局  開発建設部  河川課）

第2貯水池見学（漢那ダム） カヌー体験（漢那ダム）

監査路見学（羽地ダム） 川遊びの家族連れ（倉敷ダム）

こいのぼり（羽地ダム）　 消防体験（漢那ダム）

仕
事
の窓窓

開発建設部 No.12

ダ
ム
ま
つ
り

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間

　 

５
月
14
日
、
那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
令
和
７
年
度
陸
運
及
び
観
光
関
係

沖
縄
総
合
事
務
局
長
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
表
彰
は
、
陸
運
及
び
観
光
関
係
事
業

に
従
事
す
る
役
員
、
職
員
で
当
該
事
業
に

対
す
る
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
方
、
ま
た
、

永
年
に
わ
た
り
業
務
に
精
励
し
、
勤
務
成

績
が
優
秀
な
方
等
に
対
し
、
毎
年
表
彰
を

行
う
も
の
で
す
。

　
今
回
の
表
彰
で
は
、
事
業
功
労
者
と
し

て
陸
運
関
係
事
業
の
役
員
３
名
と
職
員
１

４
名
が
、
優
良
業
績
者
と
し
て
１
名
が
、

さ
ら
に
一
般
協
力
者
と
し
て
１
事
業
者
が

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
武
富
運
送
の
長
嶺
氏
は
受
賞
者
代
表
の

謝
辞
で
、「
本
日
の
受
賞
を
契
機
に
、
な
お

一
層
研
鑽
を
重
ね
、
業
界
の
良
き
指
導
者

と
し
て
精
進
す
る
と
と
も
に
、
社
会
の
信

頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務

に
精
励
し
、
事
業
の
限
り
な
い
発
展
に
尽

力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
述

べ
ま
し
た
。

▲▲

 

事
業
功
労
者
表
彰

【
役
員
の
部
３
名
・
職
員
の
部
14
名
】

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

 

事
業
役
員

　
沖
縄
西
濃
運
輸
株
式
会
社
　
　
　
　 

　 
 

上
原
　
勇
人

　
武
富
運
送 

長
嶺
　
安
浩

　
大
阪
自
店 

高
江
洲
　
恵
喜

一
般
従
業
員

　
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
琉
球
株
式
会
社

 

　
上
原
　
真
樹

　
沖
縄
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合

 

西
原
　
　
均

 

自
動
車
運
転
者

　
那
覇
バ
ス
株
式
会
社 

宮
平
　
政
隆

　
那
覇
バ
ス
株
式
会
社 

大
城
　
　
孝

　
那
覇
バ
ス
株
式
会
社 

玉
那
覇
　
勝
正

　
那
覇
バ
ス
株
式
会
社 

浜
　
信
一

　
株
式
会
社
琉
球
バ
ス
交
通 

 
 

神
谷
　
昌
義

　
株
式
会
社
琉
球
バ
ス
交
通 

 
 

名
護
　
朝
助

　
東
陽
バ
ス
株
式
会
社 

 
金
城
　
敏
幸

　
東
陽
バ
ス
株
式
会
社 
當
眞
　
嗣
治

　
東
陽
バ
ス
株
式
会
社 

  
比
嘉
　
潤
弥

 

自
動
車
整
備
士

　
平
良
板
金
整
備
工
場 

平
良
　
克
博

　
株
式
会
社
北
部
自
動
車
工
業

 

上
原
　
則
勝

　
株
式
会
社
浜
川
モ
ー
タ
ー
ス

 

比
嘉
　
政
吉

▲▲

 

優
良
業
績
者
表
彰

 

運
行
管
理
者

　
株
式
会
社
ひ
か
り
物
流 

上
間
　
　
毅

▲▲

 

一
般
協
力
者
表
彰

　
大
典
寺

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
陸
上
交
通
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６

令和７年度陸運及び
観光関係沖縄総合事務局長
表彰式が行われました

受賞者の皆様と三浦局長

表彰式の様子

受賞者代表者による謝辞
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みんなでサイクリング庁舎の玄関前で記念撮影（Photo : compo de ring）

〜
那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
初
の

　
休
日
開
放
〜

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
観
光
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
１
２

　
５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
に
（
一
社
）

沖
縄
県
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
の

主
催
に
よ
る
「
た
の
し
い
親
子
自
転
車
サ

イ
ク
リ
ン
グ
体
験
」
が
那
覇
第
２
地
方
合

同
庁
舎
の
敷
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
時
折
小
雨
が
降
る
天
候
で
し

た
が
、
６
組
の
親
子
（
子
供
10
名
、
大
人

６
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
（
リ
オ
五
輪

自
転
車
男
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
日
本
代
表
）

の
内
間
康
平
さ
ん
が
務
め
、
は
じ
め
に
ブ

レ
ー
キ
な
ど
の
自
転
車
の
基
本
動
作
を
習

い
、練
習
と
し
て
一
本
橋
（
幅
10
㎝
の
マ
ッ

ト
の
上
を
走
行
）
と
ス
ラ
ロ
ー
ム
（
一
列

に
並
ん
で
い
る
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
左
右
交

互
に
通
過
）
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

    

続
い
て
、
枠
内
走
行
等
で
交
通
ル
ー
ル

の
基
礎
で
あ
る
譲
り
合
い
を
学
ん
だ
の
ち

に
、
庁
舎
の
敷
地
外
に
出
て
那
覇
新
都
心

地
区
を
約
２
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
道
路
を
走
れ
る
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
」
や
「
子
供
と
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
い
い
思
い
出
に

な
っ
た
」
な
ど
の
反
応
が
あ
り
非
常
に
好

評
で
し
た
。

た
の
し
い
親
子

自
転
車
サ
イ
ク
リ
ン
グ
体
験
！

　沖総局の採用担当、﨑山です。
　毎年7～８月は大卒採用試験の面接時期です‼
　国家公務員の採用活動も多様化しており、IT系や土木・建築の経験者
採用や、高卒・社会人採用など、様々な職種の採用も行っています♪

　南部国道事務所・調査第二課の金城です。
　私は国道の調査等を担当しており、道路の計画から
完成まで携わる仕事をしています！直接現場（写真は現
在建設中の小禄道路です）を見ることもあるので事業
に関わっていることを実感しながら充実した日々を過ご
しています！
　また、昼休みには上司とキャッチボールをしたりと
とても楽しい職場です♪
　興味がある方は、ぜひ一度、採用担当Xをご覧くだ
さい！

採 用 担 当

お し ご と

採 用 担 当のひ と こ と

お し ご と 紹 介

採用情報HP ▼

採用担当 X ▼

仕
事
の窓窓

No.14運輸部
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水上オートバイ
に乗る時は忘れないで！

※船舶番号や船舶検査済票は両船側の船外から見やすい場所に表示しなければなりま
せん。船体の後部は、波や水しぶきで見えづらくなってしまいます。

※船舶番号や船舶検査済票は両船側の船外から見やすい場所に表示しなければなりま
せん。船体の後部は、波や水しぶきで見えづらくなってしまいます。

船舶番号等は、航行中でも
見やすい場所に表示しましょう!!

注1　違反した場合、違反点数が付与されるほか、免許停止等の処分の対象となる場合があります。また、人を死傷させた場合は、刑事罰の
　 対象となる可能性もあります。

注2　違反した場合、上記同様に処分の対象となる場合があります。
 ※　このほかにも、見張りの実施、発航前の検査及び事故時の人命救助が義務付けられています。

お知らせ② Information

人がいるところでは遊ばない！ お酒を飲んだら操縦しない！

無免許者には操縦させない！ ライフジャケットを着用する！

遊泳者等の近くで疾走したり、急回転したり、ジ
グザクに航行したりするのは非常に危険です。
海水浴場などの人がいる水域を避けて遊びま
しょう。

水上オートバイの操縦には、特殊小型船舶操
縦士の免許が必要です。
免許者が同乗していても、無免許者は操縦で
きません。

少しのお酒でも、操縦に影響を与えるおそれ
があります。
「飲んだら乗らない」を心がけてください。
■ 酒酔い等操縦の禁止（注1）

■ 危険操縦の禁止（注1）

■ 無免許操縦の禁止（注1） ■ ライフジャケットの着用（注2）

船長にはすべての乗船者にライフジャケット
を着用させる義務があります。
国が安全性を確認した証である が 
あるライフジャケットを着用しましょう。

詳しくは
ホームページへ

桜マーク 

お知らせ① Information

20



水上オートバイ
に乗る時は忘れないで！

※船舶番号や船舶検査済票は両船側の船外から見やすい場所に表示しなければなりま
せん。船体の後部は、波や水しぶきで見えづらくなってしまいます。

※船舶番号や船舶検査済票は両船側の船外から見やすい場所に表示しなければなりま
せん。船体の後部は、波や水しぶきで見えづらくなってしまいます。

船舶番号等は、航行中でも
見やすい場所に表示しましょう!!

注1　違反した場合、違反点数が付与されるほか、免許停止等の処分の対象となる場合があります。また、人を死傷させた場合は、刑事罰の
　 対象となる可能性もあります。

注2　違反した場合、上記同様に処分の対象となる場合があります。
 ※　このほかにも、見張りの実施、発航前の検査及び事故時の人命救助が義務付けられています。

お知らせ② Information

人がいるところでは遊ばない！ お酒を飲んだら操縦しない！

無免許者には操縦させない！ ライフジャケットを着用する！

遊泳者等の近くで疾走したり、急回転したり、ジ
グザクに航行したりするのは非常に危険です。
海水浴場などの人がいる水域を避けて遊びま
しょう。

水上オートバイの操縦には、特殊小型船舶操
縦士の免許が必要です。
免許者が同乗していても、無免許者は操縦で
きません。

少しのお酒でも、操縦に影響を与えるおそれ
があります。
「飲んだら乗らない」を心がけてください。
■ 酒酔い等操縦の禁止（注1）

■ 危険操縦の禁止（注1）

■ 無免許操縦の禁止（注1） ■ ライフジャケットの着用（注2）

船長にはすべての乗船者にライフジャケット
を着用させる義務があります。
国が安全性を確認した証である が 
あるライフジャケットを着用しましょう。

詳しくは
ホームページへ

桜マーク 
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